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Cefotaximeの 臨床的検討

滝 下 佳 寛 ・田 村 正 和 ・仁 井 昌 彦
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新 しく開発 されたセ ファロスポ リン系抗生物質であるCefotaximeの 臨床的検討を行 い.以 下の成績

を得た。

1) 9名 の患者に延べ12回Cefotaximeを 使用 し,皮 下 膿瘍の1例 は著効,尿 路感染症の6例 中3

例が著効で3例 が無効,呼 吸器感染症の5例 では2例 が有効で3例 が無効であ った。 したが って計12例

中6例 に著効ないし有効であった。なお症例 の大半は何 らかの基礎疾息を有 していた。

2) 副作用 はHodgkin氏 病を有 する皮下膿瘍の1例 で血清GOTお よびGPT値 の上昇がみ ら

れた。GOT値 は使用中に正常域 とな り,GPT値 は使用中止後 に次第に正常域 とな った。その他の症

例においては検索 し得た範 囲では副作用はみられなか った。

3) 以上のことよ りCefotaximeは 感染症,と くにE.coliお よびH.influenzaeな どによる感染

症 に対して有 効な抗生物質であるといえ る。

Cefotaxime (HR 756, CTX),す なわちSodium7-

〔2-(2-amino-4-thiazo1yl)-2-Syn-methoxyiminoaceta-

mido〕cephalosporanateは 新 しくフランス ール セル社

で合成され ドイッ ・ヘキス ト社 と共同で開発 されたセ フ

ァロスポ リ ン系抗生 物質 で,す でにin vitroで は

E. coli,K. pneumoniae, H. influenzaeな どのと くに

グラム陰性桿菌に有効な こと が報告 されてい る1)2)3)。

今回われわれは本薬剤を使用す る機会を得,各 種感染症

に用いてその臨床効果を検討 したので,そ の成績を報告

する。

I. 対象お よび投与方法

対象はいずれ も当科入院患者であ り,53年8月 か ら54

年1月 まで合計9名 に用いたがそのうちの3名 は時期を

異にして2回 用いて おり,し たがって総症例数は12例

である(Table 1)。 内訳は,皮 下 膿瘍1例,尿 路感染症

6例,呼 吸器感染症5例 の計12例 で ある。なお2例 に

て尿路感染症 と呼吸器感染症の合併がみ られたが。 この

場合は主 となる感染症 と考え られた方を とりあげた。

投与方法は多 くは1回1～2g,1日1～3回 の 静注法

であるが,一 部では点滴静注または筋注法 も用いた。投

与量および投与期間はTable 1に 示す とお りである。

臨床効果の判定は 自覚症状 および細菌学的検査所見 な

どより総合判定 し,著 効,有 効 および無効の3段 階に分

類したざ

分離菌のMIC測 定は栄研環境科学研究所(東 京)に

て,感 受性測定用培地 にハー トインフユージ ョン寒天培

地を用いて行 った。

II. 成 績

臨床成績 はTable 1に 示す ように,12例 の うち著効

ない しは有効が6例 に認め られ,有 効率は50%で あ っ

た。皮下膿瘍の1例 は著 効,尿 路感染症の6例 では3例

が著効で3例 が無効,呼 吸器感染症の5例 では2例 が有

効で3例 が無効であった。

と くに注 目され るのはCase4の 急性腎孟腎炎例であ

る。52歳 女性で基礎 疾患に 慢性関節 リウマチを有 し,

prednisoloneを1日7.5mg使 用 していたが,と つぜん

悪寒,戦 標 とともに40.3℃ におよぶ発熱を来 し,尿沈渣

にて 白血球が無数 に認められ,CTXを 使用 した。同剤

使用前の尿中よ りK. pneumoniaeお よびE. coliが

検 出されたが,さ らに動脈血培養で もE. coliが 検出さ

れた。CTXを 静注法 にて第1日 目1g1回,第2日 目

1g3回(3g/日),第3日 目 よ り1g2回(2g/日)

で合計18日 間使用 したが,第2日 目よ り解熱傾向がみ

られ第7日 目には37℃ 台 とな った。 また第15日 目の

カテーテル尿ではP. putidaが103/ml認 め られ るの

みとな っていた。

全症例を通 して主 な分離菌別 にみ ると,E. coliの み

られた尿路感染症の3例 はいずれ も著効,H. influenzae

のみ られた呼吸器感染症 の2例 では いずれ も有効であ っ

た。い っぽ う,P. aeruginosaの みられた呼吸器感染症

の2例 ではいずれ も無効で あった。

なお 一部で はあ るが分離菌のMIC測 定の結果をTa-

ble 2に 示す。Case 2は 中間尿 にE. cloacaeお よ び

P. morganiiが 計105/ml検 出 されたが,CTXを7日

間使用 し,使 用後5日 目の中間尿でE. aerogenesお よ

びS. faecalisが 計106/ml検 出 されたので,臨 床的に
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Table 2 Susceptibility of isolated bacteria to cefotaxime

*  The same cases as in Table 1

Table 3 Laboratory findings of cefotaxime

B : Before A After * : Not tested

は無効と判定 した。他の3例 ではいずれ も分離菌のMI

Cと 臨床効果に関連 が認め られた。

副作用は1例 で血清 トランスア ミナーゼ値の上昇がみ

られた。Case 1の 基礎 にHodgkin氏 病を有す る皮下

膿務例で,CTX使 用の3日 目よ りいわゆ るVEMP療

法 も 開始 し ていたが,CTX使 用8日 目にGOT59

IU/ml, GPT 163IU/mlと な った。GOT値 はCTX

使用 の13日 目に正常域 とな っていたが,GPT値 はCT

X中 止後 よ り36日 目に,VEMP療 法は継続 していた

に もかかわらず正常域 とな っていた。したが ってVEMP
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療法の影響 も否定 はで きないが,CTXに よる副作用 と

考えた。その他の症例 にては検索 し得た範囲では とくに

副作用はみ られなか った(Table 3)。

IV. 考 察

今 回のわれわれの成績ではCTX使 用の12例 中有効

以上 が6例 で,有 効率 は50%で あ った。ただ し症例 の

大半が何 らかの基礎疾患を有 してお り,副 腎皮質 ステロ

イ ド剤等の投与を受けて いた。 したが って このよ うな症

例 におけ る感染症では,む しろ宿主側の要因 も問題で あ

ろうと思われ る。

CTXの 抗菌力に関 してはすでにin vitroに おいて

E.coli,Klebsiella,H.influenzaeな どの,と くにグラ

ム陰性桿菌に対 して有効な こ とが報告 されている1)2)3)。

今 回の臨床成績において も,ま ずE.coliの み られた尿

路感 染の3例 ではいずれ も著効であ った。とくにCase4

では尿路感染 とともに菌血症を も呈 したに もかかわ らず

CTX 1日1～3g,平 均29/日 の比較的少量投 与にて

有効であった ことは本剤の優れた抗菌力を示すものと思

われ る。またH.influenzaeの み られ た呼吸器感染の

2例 でいずれ も有効であ った ことは,従 来の セファロス

ポ リン系抗生物質 と比較 して特徴のあ る,有 用性の高い

セ ファロスポ リン系抗生物質 と思われ る。

副作用 に関 しては1例 において血清GOTお よびGP

T値 の上昇が み られたが,使 用継続に もかかわ らず,

GOT値 は正常域 とな り,GPT値 は使用中止後より36

日目に正常城 とな った。

以上 のことよりCTXは 副作用などに注意して用いれ

ば感染症に対 して有用であ り,今 後 期待の もてる抗生物

質であ ると思われ る。
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A CLINICAL STUDY OF CEFOTAXIME
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A clinical study was performed on cefotaxime, a newly developed cephalosporin antibiotic, and the

following results were obtained:

1) In 9 patients given a total of 12 doses of cefotaxime the drug's efficacy was excellent in 1 case of

subcutaneous abscess, excellent in 3 cases and poor in 3 cases out of 6 cases of UTI, and good

in 2 cases and poor in 3 cases out of 5 cases of RTI. Thus the results of treatment were good

in 6 out of 12 cases. The majority of patients had some underlying disease.

2) An elevation of serum levels of GOT and GPT was noted as an adverse reaction in the patient

with subcutaneous abscess; this patient happened to have Hodgkin's disease. The GOT levels

fell to within the normal range during the term of cefotaxime administration, and GPT levels

also fell to within the normal range upon discontinuation of administration. Other than this

patient adverse reactions were not observed within the range of laboratory tests.

3) Based on the above findings cefotaxime may be said to be an effective antibiotic, particularly for

infections due to E. coli and H. influenzae.


